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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2022 年 12 月６日に公表いたしました 2023 年２月期（2022 年３月１日～2023 年２月 28

日）の通期連結業績予想につきまして、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 2023 年２月期 連結業績予想数値の修正（2022 年３月１日～2023 年２月 28 日） 

 売 上 高 
EBITDA

※ 
営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

49,500 

百万円 

8,050 

百万円 

3,100 

百万円 

2,500 

百万円 

△1,500 

円 銭 

△35.94 

今回修正予想（Ｂ） 50,500 8,700 3,550 3,050 △4,950 △118.61 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 1,000 650 450 550 △3,450  

増  減  率（  ％  ） 2.0 8.1 14.5 22.0 ―  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

（ 2 0 2 2 年２月期） 
44,685 4,630 △883 △1,585 △3,211 △79.05 

※営業利益に減価償却費、のれん償却費、長期前払費用償却費及び顧客関連資産等の無形資産償却費を加算して
EBITDA を算出しております。 

 

２. 通期連結業績予想の修正の理由等 

前回発表予想に対し、貸会議室・宿泊事業の需要は新型コロナウイルス感染症の影響から回復が継続

したことにより、売上高・EBITDA・営業利益・経常利益は上振れとなったものの、見込んでいたリー

ジャス事業の売却※に伴う税効果が、当社連結子会社の整理の期ずれにより、翌期の 2024 年２月期決算

に持ち越される見込みとなったためです。 

なお、当該税効果（親会社株主に帰属する当期純利益の押し上げ要因）が計上される見込みである



2024 年２月期および翌期以降の期間を対象とした中期経営計画を 2023 年４月 13 日に発表予定です。 

※2022 年 12 月６日公表の「国内連結子会社（孫会社）の異動を伴う株式譲渡に関するお知らせ」および
「海外連結子会社（孫会社）の異動を伴う株式譲渡に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

 

（注）本資料に記載されている業績予想につきましては、当社が現時点で入手している情報および合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものでは

ありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上 


